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■担当授業科目 

 

 

 

 

 

 

■私が思う教養の三層構造 

  教養は知る教養、使う教養、見抜く教養が相互に関連する三層構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■教養教育の留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知る教養―――知識力としての教養 

 

 

   多様な分野に関する一定レベルの知識を 

       仕訳・整理・習得・集積 ―――   知 の 備 蓄  

使う教養―――応用力としての教養 

 

 

   知識力の応用力への転換、応用力の深化による 

       知識力の備蓄 ―――             知の相互交渉 

見抜く教養―――洞察力としての教養 

 

 

 知識力、応用力を原動力に 

       相対化、演繹的手法で本質へ接近―― 知のフル動員 

基礎ゼミ 

基幹科目 

総合科目 

 「農」の世界の可能性－ポスト工業化社会への展望－前期          

 現代世界の「食」－飽食と飢餓の構造－前期 

  資本主義と農業―世界恐慌・ファシズム体制・農業問題―前・後期 

基盤教養 

 時代の文脈からみた「食」と「農」－前期・２クラス 

 環境と経済・社会の調和－後期・２クラス 

 

転換教養 

実践教養 

手作り資料

音読、報告・討論

論点整理

レポート提出

歴史資料

ビデオ映像

関連・相対化

シナリオ創作

読解・文章力

説明・発想力

覚える授業 考える授業
留意点１

説明型授業

現状認識力

単線型対応力

試験による
点数評価

留意点２

留意点３

留意点４

留意点５

参加型授業

歴史的思考力

複線型適応力

ﾚﾎﾟｰﾄ等による
総合評価

教養の三層構造は相互に増幅し合う複雑系 ∴教養はあなどれず 


